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壺形土器（つぼがたどき）

弥生時代の農耕生活の進展が土器の上にも反映され、用途別の器種を生み出した。貯蔵用の壺、煮沸用の甕、盛り付け用の鉢・高坏といった用途で利用された。



壺型土器は口の部分が一度くびれるものが多い。この土器はもともとこの形であったのか、上部の口の部分が取れたのかは不明である。



時代：弥生時代(中期)・前2～前1世紀

出土地：長野県岡谷市天竜町・中央町・本町天王垣外出土

所蔵主：東京国立博物館
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